
国
語
科 

一
年
一
組 

学
級
閉
鎖
中
課
題
説
明 

 

①
常
用
漢
字
テ
ス
ト
第21

回
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
自
宅
で
解
い
て
く
る
。
五
分
間
で
何
も
見
ず
に
解
く
こ
と
。 

 

休
み
明
け
初
回
授
業
時
に
回
収
。
不
正
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
〇
点
と
す
る
。 

 

あ
わ
せ
て
、
休
み
明
け
に
第22

回
漢
字
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
勉
強
を
し
て
く
る
こ
と
。 

 

②
伊
勢
物
語
「
筒
井
筒
」
第
二
場
面 

及
び 

第
三
場
面 

読
解
プ
リ
ン
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
解
く
。 

 

解
説
は
休
み
明
け
授
業
時
に
行
う
。 

   

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
不
可
能
の
場
合
、
ノ
ー
ト
ま
た
は
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
で
課
題
を
や
っ
て
く
る
こ
と
。 

 

不
明
点
は
担
任
に
連
絡
を
し
て
く
る
こ
と
。 

 
 



常
用
漢
字
テ
ス
ト 

第2
1

回 
 

一
年
（ 

 

）
組
（ 

 

）
番
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

 

（
１
）
［
コ
ウ
フ
ン
］
し
て
叫
ぶ
。 

 
 

 
 

（
１
）
（ 

 
 

） 

 

（
２
）
前
向
き
な
［
シ
セ
イ
］
。 

 
 
 

 
 

（
２
）
（ 

 
 

） 

 

（
３
）
親
［
フ
コ
ウ
］
な
息
子
。 

 
 
 

 
 

（
３
）
（ 

 
 

） 

 

（
４
）
光
が
［
ハ
ン
シ
ャ
］
す
る
。 

 
 

 
 

（
４
）
（ 

 
 

） 

 

（
５
）
［
シ
ョ
ウ
ラ
イ
］
の
夢
を
語
る
。 

 
 

（
５
）
（ 

 
 

） 

 

（
６
）
ゴ
ー
ル
［
ス
ン
ゼ
ン
］
で
抜
く
。 

 
 

（
６
）
（ 

 
 

） 

 

（
７
）
学
業
に
［
セ
ン
ネ
ン
］
す
る
。 

 
 

 
（
７
）
（ 

 
 

） 

 

（
８
）
両
親
を
［
ソ
ン
ケ
イ
］
す
る
。 

 
 

 

（
８
）
（ 

 
 

） 

 

（
９
）
［
シ
ュ
ウ
シ
ョ
ク
］
活
動
。 

 
 

 
 

（
９
）
（ 

 
 

） 

 

（1
0

）
博
覧
会
が
［
カ
イ
マ
ク
］
す
る
。 

 
 

（1
0

）
（ 

 
 

） 

 

（1
1

）
［
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
］
の
こ
ろ
の
話
。 

 
 

（1
1

）
（ 

 
 

） 

 

（1
2

）
日
本
国
［
ケ
ン
ポ
ウ
］
第
九
条
。 

 
 

（1
2

）
（ 

 
 

） 

 

（1
3

）
［
チ
ュ
ウ
セ
イ
］
を
誓
う
。 

 
 

 
 

（1
3

）
（ 

 
 

） 

 

（1
4

）
［
ボ
ウ
ネ
ン
］
会
を
開
く
。 

 
 

 
 

（1
4

）
（ 

 
 

） 

 

（1
5

）
［
ボ
シ
ュ
ン
］
の
風
景
。 

 
 
 

 
 

（1
5

）
（ 

 
 

） 

 

（1
6

）
詩
の
［
ロ
ウ
ド
ク
］
を
す
る
。 

 
 

 

（1
6

）
（ 

 
 

） 

 

（1
7

）
病
気
の
［
カ
ン
セ
ン
］
を
防
ぐ
。 

 
 

（1
7

）
（ 

 
 

） 

 

（1
8

）
学
習
［
イ
ヨ
ク
］
に
燃
え
る
。 

 
 

 

（1
8

）
（ 

 
 

） 

 

（1
9

）
家
族
で
［
オ
ン
セ
ン
］
に
行
く
。 

 
 

（1
9

）
（ 

 
 

） 

 

（2
0

）
［
ダ
ン
ペ
ン
］
的
な
記
憶
。 

 
 

 
 

（2
0

）
（ 

 
 

） 

 
 



筒
井
筒 

第
二
場
面 

読
解
プ
リ
ン
ト 

 
 

一
組
（ 

 
 

）
番 

（ 
 

 
 

） 
問 
次
の
文
を
読
み
、
問
題
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
に
は
先
の
課
題
で
提
出
し
た
全
文
訳
を
参
照
に
す
る
こ
と
。 

 
 

（
閉
鎖
明
け
の
授
業
で
答
え
合
わ
せ
及
び
解
説
を
す
る
。
必
ず
用
意
す
る
よ
う
に
。） 

  

さ ①

て
、
年
ご
ろ
経
る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
、
た Ａ

よ
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も ②

ろ
と
も
に
い
ふ
か

ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河
内
国
高
安
の
郡
に
、
行 ③

き
通
ふ
所
出
で
来
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、

こ
の
も
と
の
女
、
悪 Ｂ

し
と
思
へ
る
気
色
も
な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
異 ④

心
あ
り
て
か
か

る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
疑
ひ
て
、
前
栽
の
中
に
隠
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
顔
に
て
見
れ
ば
、
こ
の

女
、
い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、 

 

風 ⑤

吹
け
ば
沖
つ
白
波
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む 

と
詠
み
け
る
を
聞
き
て
、
限 ⑥

り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
。 

 

問
一 

波
線
部
Ａ
、
Ｂ
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

問
二 

①
と
あ
る
が
、
ど
の
時
点
か
ら
「
年
ご
ろ
経
」
た
の
か
。

答
え
な
さ
い
。 

 

問
三 

②
に
つ
い
て 

 
 

⑴ 

そ
う
考
え
た
の
は
誰
か
。
答
え
な
さ
い
。 

 
 

⑵ 

こ
の
発
想
は
簡
潔
に
言
う
と
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

 

問
四 

③
と
は
簡
潔
に
言
う
と
ど
う
い
う
場
所
か
。
答
え
な
さ

い
。 

 

問
五 

④
に
つ
い
て 

 
 

⑴ 

「
異
心
」
と
は
何
か
。
答
え
な
さ
い
。 

 
 

⑵ 

男
が
そ
う
疑
っ
た
の
は
何
故
か
。
答
え
な
さ
い
。 

  

問
六 

⑤
の
歌
は
、
何
を
思
っ
て
詠
ん
だ
歌
か
。
適
当
と
思
う

も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

夫
が
不
在
の
悲
し
み 
 

イ 

夫
の
道
中
の
身
の
安
全 

ウ 

亡
く
な
っ
た
女
の
親 

 

エ 

自
身
の
新
た
な
恋
人 

 

問
七 

⑥
に
つ
い
て 

 
 

⑴ 

「
か
な
し
」
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

 
 

⑵ 

そ
う
思
っ
た
の
は
何
故
か
。
主
語
を
明
ら
か
に
し
て

答
え
な
さ
い
。 

 

Ａ
（ 

 
 

 
 

 
 

 

） 

Ｂ
（ 

 
 

 
 

 
 

 

） 

     

⑴
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

     

⑴
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

   

（ 
 
 
 

） 

     

⑴
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

 



筒
井
筒 

第
三
場
面 

読
解
プ
リ
ン
ト 

 
 

一
組
（ 

 
 

）
番 

（ 
 

 
 

） 
問 
次
の
文
を
読
み
、
問
題
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
に
は
先
の
課
題
で
提
出
し
た
全
文
訳
を
参
照
に
す
る
こ
と
。 

 
 

（
閉
鎖
明
け
の
授
業
で
答
え
合
わ
せ
及
び
解
説
を
す
る
。
必
ず
用
意
す
る
よ
う
に
。） 

 

ま
れ
ま
れ
、
か ①

の
高
安
に
来
て
見
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心
に
く
く
も
つ
く
り
け
れ
、
今
は
う
ち
と

け
て
、
手
づ
か
ら
飯
匙
と
り
て
、
け
こ
の
器
物
に
盛
り
け
る
を
見
て
、
心 ②

憂
が
り
て
、
行
か
ず
な
り

に
け
り
。
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大 ③

和
の
方
を
見
や
り
て
、 

君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山
雲
な
隠
し
そ
雨
は
降
る
と
も 

…
Ａ 

と
言
ひ
て
見
出
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
、
大
和
人
、「
来
む
。」
と
言
へ
り
。
喜
び
て
待
つ
に
、
た
び

た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、 

君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る 

…
Ｂ 

と
言
ひ
け
れ
ど
、
男
、
住
ま
ず
な
り
に
け
り
。 

 

問
一 

①
に
つ
い
て 

 
 

⑴ 

こ
れ
は
何
を
指
す
語
か
。
答
え
な
さ
い
。 

 
 

⑵ 

①
の
「
は
じ
め
」
と
「
今
」
の
様
子
を
現
代
語
で 

説
明
し
な
さ
い
。 

    

問
二 

②
に
つ
い
て 

 
 

⑴ 

主
語
を
答
え
な
さ
い
。 

 
 

⑵ 

そ
の
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
三 

③
と
あ
る
が
、「
大
和
の
方
」
に
は
何
が
あ
る
の
か
。 

簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。 

 

問
四 

Ａ
・
Ｂ
の
歌
に
つ
い
て 

 
 

⑴ 

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の

は
何
か
。
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

男
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛 
 

イ 

男
の
来
な
い
悲
し
み 

ウ 

男
に
対
す
る
苛
立
ち 

 

エ 

男
へ
の
強
い
憎
し
み 

 
 

⑵ 

「
筒
井
筒
の
女
」
と
「
高
安
の
女
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の

歌
を
比
較
し
、
違
い
を
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
五 

「
筒
井
筒
の
女
」
と
「
高
安
の
女
」
の
ど
ち
ら
に
共
感

で
き
る
か
。
理
由
も
あ
わ
せ
て
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

 

 

⑴
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

は
じ
め
… 

   
 

今
… 

   

⑴
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

   

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

⑴
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

筒
井
筒
の
女
… 

   
 

高
安
の
女
… 

    


